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ァ : 与式 =凸

イ : 与 式 = - 3 - 16

= - 19
～

ウ : 与式 =

bacb ×53

3 ab
2

= 1oabm

ェ : 与 式 =

4 (x + 2 は ) - 5 (x+ 3 y )

20

=

4 x + 8 y - 5 x - 15 y

20

- x- 7 は
ニ

mm

オ : 与 式 = 23 + 26
×
2

土
= 2√3 +√3

=



(2 ) 解 の 公式 より

5 ±√ ( - 5
)

=
4 × 2 × ( -1 )

C=
2 × 2

=
- 5±√
m

(3 )

AB = 2 CD より

邰 LACB = 2 LCDB
～

口に対するAB に対 する

の0
(440 同周角 同周角

0 よて

LACB = 440

三角形 の 外角 の 定理より

Lx = 22 t440 = 66
～

贓
) y cty

( 4 ) y = axにおいて xが P から f まで 変化 するときの

変化 の 割合 は alptq ) で 表 される 。よって

I La t a t 3 ) = 13 ⇒ 2 at 3 = 13

2 a = 10

a = 5
m



( 5 )

⑥
@ ⑥～

O O 0 0 0 0 O O 0 O O O

10皿 2442⑨ @⑪

表 より 中央値 =Ʃ = 2
@t

よって @ = 2
,
中 央値 = 2 より ②= 20 :までは確定

よって ⑥ の 組 み 合 わせを 考 える
。

CI ≡ C 2 ≤ C 3 より

( C 1
,

C 2
,

C 3 ) = ( 2
,

2
,

2 )
,

( 2
,

2
.
3 )

( 2
,
3

.

3 )

( 3
.

3
.

3 )

の 4 通 り
。
よてマイにあてはまる数の 組み

合 わせは 4通 り
～

2
.

( 1 ) 100 円 の硬貨 をx 枚 とすると , 50 円の硬貨
320 -x ( ) 枚 である 。 ひとっかみ 取 り 出したと

100 円硬貨 : 50円硬貨 = 27 : 21 より

x : ( 320 - x ) = 27 : 21

= 9 = 7

よって

7 x = 9 ( 320 - x )

7 x = 2880 - 9x
16 x = 2880 : x = 180



よて , 袋 の 中 に 入 っていた ( 0 O 円硬貸 は約 180枚
m

( 2 )

100 円 50 円 50 円 a - b
表 : 裏

: ×
0 邰 邰 200 0

0 O x I 00 0
と表 す 。

0 X 0 I 0 ⑩ 0

0 X X 0 X

X O 0 0 X

X 婁 X ー ( OO
X

X X 0
ー ( OO X

X X X
- 200 X

よって 求 める確率 は主
3

.

() A 車 は 1 km あたり □ L の 燃料 を使 うので
70 km では

O , 1 × 70 = 7 L

の 燃料 を 使う
。
燃料 タンクは 50 L 入 るので

70 km 走 ったときの 残 りの 燃料 は

50 - 17 =43
人～



(2) A 車 B 車 ともに xkm 走 ったとする 。

t 車 は 1 km あたり O
L
の燃料を 使 う。 燃料

タンクは 50 L 入 るので xkm 走 たときの 残量はは
50 - 0

.

1 x L
.

B 車 は 1 km あたり 0
.

2 L の 燃料 を使 う
。

400 km

走 ったとき 残量が OL になるのでタンクの容量は
O

.
2 × 400 = 80 L

よって xkm 走 ったときの 残量 は

80 - 0
.

2 x L

xkm 走 ったとき 。
A 車 の 残量 が B 車 の 残量より

5 人 タタかたので
50 - 0

. 1 x = 80 - 0
.

2 x + 5

0
.

1 x = 35
: x = 350

よって 350 km
～

( 3 ) 200 km 走 ったとき , 使用 する 燃料 は

240 - 190 = 50 L

よって 200 km 走 るのに 50 L の 燃料 を 使うので
1 km あたりでよ

50 ÷ 200 = 0
.

25 L

ずっ 使用 する
。
燃料 タニク … ぱ

…

に 燃料 が

入 っているとき

240 ÷ 0
.

25 = 960

なので 960 km 走 ることができる



1 回 の 燃料 追加 により 1800 km走りたので
1800 - 960 = 840

より 、 少 なくとも1800km 走 るためには燃料 を

追加 するまでに 840 km以 走 る 必要 がある
。

上

よって 840 km以上 960 m 以下 であれば 良 m
～

く補足 7

仮 に 839 km で 燃料 を 満 タンになるまで追加
したとする 。 燃料満 タンで 走 れる 距離は 960 km
なので

839 ± 960 = 1799 km
～

800 km にとどかない

4
.

分速 80 m
9 : 00 > 9 : 50

く .
xm

(
Ym

〉

学校 公園 動物園
く15 : 10 く10 分 14時
分速60 m 分速 7om休憩

学校 から 公園 まで xm 公園 から 動物園 まで
Ym とする 。

{
xt y = 80 × 50 ー の

60

←
←

71 O = ～削まで 7O分学の～凹まで 西動までの

②
mm

の 時間 時間



② 式 を 整理 して ( 両辺 × 420 )

7 x t 6 φ t 4200 = 29400

: 17 xt 6 φ = 25 200 ー ③

①× 6 - ③ より

6 x t 6 y = 24000

7x t 6 y =2
ー x = - 1200

x = 1200

x = 1200 を ① に 代入 して

1200 = ¥ = 4000

∴ y = 2800

よて 学校~ 公園まで 1200 km公園~ 動物園まで ～
～～

2800 m
～

5
.

D
: OPA = PB より

AB の 垂直 =等分線
い : を作

② OPAB =∞ PCD

AB = CD より 点 P から

; )
"…. AB

.
点 P から CD の

距離 が 等 しくなれば
良 い

⇒ LCXA の = 等分線
CD の 延長 とAB の

交点、



6
.

く )

7×

\ 76
?

ADIBC より 錯角 が 等 しいので 、 LADE =7
BD は 折 り 返しなので 、 LADB = LBDF

よって ∠ BDF = 76 ÷ 2 = 38～

(2 )

OABKE O HIG に

おいて 政定 より

0

0

AB = HA ー の
①

い ゃ
線分 GH は 折 り 目 なので

X H A = H I ー ②
ニ

0

へ LABK = LHIG = 900
7

の
,
② より

ー ③

AB = HI - ④
また 。 点 工 は線分GH を 対称の 軸 として, 点 A が
対称移動 した 点 なので

LGAJ = LGIJ . LGJI = 90



よって

∠ BAK = ∠ GIJ = 90-
璧

ー⑤
∞

また 。 O H IG について

c = 90
.

- LI- 回IHCG
×

⑤
.

⑥ より

∠ BAK = LIHG ⑫
③

.
④

.
⑦ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しいので
,

σ ABK ≡ 0 H IG (証明終わり )

( 3 )

AD = DL = 4 cm

ー
4
ー

O DM L の 面積 が
4 cmのなので{ 1 )

么
I × ML × 4 = 4

x 4 cm
の 4

,

∴ ML = 2 cm
～巡 × 1

7 女 0

ー 哇八 2 (x -2 )～

DM は 折 り 目 なので AH = ML .よて AM = 2 cm
～

L MBL と O LCD において

∠ MBL = LLCD = 90 ー の
∠ BLM TLMLD +∠ DLC =180より

900
LDLC = 90- LBLM - ②



O MBLで

∠ BML = 90- LBLM - ③

②
.

③ より

∠ DLC = LBM レ ー ④

①
.

④ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
OMBL ∞ OLCD

ML : LC = 2 : 4 より 相似比 は 1 : 2

CD = xcm とおくと 相似比 より ～
～～

BL : CD = 1 : 2

π

2 BL = x ⇒ BL=
MB = x -2 ) cm
～

で相似比 より
～

OMBLSO LCD
MB : LC = 1 : 2
～

x- 2

: Lc = 2 ( x- 2 ):

∵ で BLTLC = AD より
～

芒 + 2 (x - 2) = 4

xt 4 x - 8 = 8

5x = 16 ⇒ x=
よって

,
求 める 面積 は

4× %=



て
()

ロ ABCD と 垂直な辺は

辺 AE
～

辺 BF
～

辺 CG

…辺 DH

(2 )

⑦1 A
0

産
G oA

1

8
⇒

E G El

\ / 求 める 体積 は
\

3Ʃ /
ー32 円柱 一円 すい



L E FG で 三平方 の 定理 より

EG =√() -3 (
)

d√188
= 6 cm

よって 求 める 体積 は

6 × 6 ×π 48 - 6 × 6 ×π× 8 × $
= 288 π - 96 π
= 192 π～

(3 )

ノーー
平面 ×

0

U

0 T

⑨

点 Q を 通 り 面 ABCD と 平行 な平面 を X とする
。

平面 X と辺 AE
,

BF
,
DH との 交 点 をそれぞれ

S
,

T
,
U とする 。



D
C

体積 ははじめに^ の億

m} 入ってた 水 の 体積

S T

残 っている 水 の体積ははじめに 入 っていた 水 の

体積 の 告倍 なのでこぼれた 水 の体積は ～
～

立体 ABCD - APQR の 体積

はじめに 入 っていた 水 の 体積 の ⑤ 倍 である
。

正四角柱 ABCD - STQU の 体積 はこぼれた
～

水 の体積 の 2 倍 なのではじめに 入ってた水 ～
～

立体 STQU - APQR = 立体ABCD - APQR

体積 の 5 倍 である
。

≈

よって

CQ = CG × 5
= 8 x5=


